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食塩感受性高血圧の予防・治療法の開発  

岩本 隆宏 

 さまざまな細胞機能（筋収縮、電気信号、情報 

伝達、物質代謝など）は、Ca2?やNa?などの細胞 

内イオン濃度により巧みに制御されている。それ 

ゆえ、細胞膜や細胞小器官のイオン輸送体が異常 

に陥ると、各種機能障害・疾患が発症する。 

 私たちはイオン輸送体の機能異常・遺伝子異常

と種々疾患の関係を明らかにすることにより、 

イオン輸送体を標的とした新規予防・治療法（創薬、 

遺伝子治療）の確立を目指している。食塩過剰  

摂取が高血圧の原因になることはよく知られて 

おり、本態性高血圧患者の約半数が食塩感受性で 

あることが報告されている。高血圧は頻度の高い 

疾患であり、致死的な心血管合併症を引き起こすことから、食塩感受性高血圧の予防・治療法を確立することは  

医学的・社会的に喫緊の課題である。 

 私たちは創薬・遺伝子改変技術を利用することにより、血管平滑筋に発現するNa?/Ca2?交換輸送体（NCX1）が 

食塩感受性高血圧の発症に深く関与することを明らかにした（Nature Medicine、2004）。具体的なデータとして、 

Na?/Ca2?交換輸送体阻害薬（NCX阻害薬）は食塩感受性高血圧ラットの血圧を特異的に降下させた。また、この 

輸送体を血管平滑筋に高発現させたトランスジェニックマウスでは血圧の食塩感受性が亢進し、逆に発現が低下した 

ヘテロノックアウトマウスでは食塩感受性が低下していた。 
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概要  

 私たちは食塩感受性高血圧の分子機序を追究し、NCX阻害薬を高血圧に対する新規治療薬・予防薬として臨床応用

することを目指している。 

■新規降圧薬の開発 

■食塩感受性診断薬の開発 

■食塩感受性高血圧モデルの開発 
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